
 

インドでポリオ根絶、WHOが公式宣言へ（CNN Japanからの抜粋記事です） 
世界保健機構（WHO）は3月27日、インドと東南アジアからのポリオ根絶を公式に宣言する。インドでは3年前にポリオと診断された少女を最後
に、新たな症例は確認されていない。（中略）インドのポリオ根絶はわずか数年前まで不可能と思われてきた。世界では1988年から根絶を目指す
プロジェクトがスタートしたが、この時点でインドでは、年間20万人以上の子どもがポリオを発症。人口が増大し、貧困層が数百万人を占める同
国では不衛生な地域も多く、2009年になっても感染者は741人に上り、世界の1604人の半数近くを占めていた。ポリオは関節や筋肉を動かす脳
や脊髄（せきずい）の細胞にウイルスが入り込み、身体にまひ症状が出る疾患。インドのポリオ患者は約３分の１にまひが残り、同国の身体障害者
２１００万人のうち半数はポリオに起因する。（中略） 
そうした現状の中、国際ロータリーのキャンペーンでは毎年1億7000万人の子どもにワクチンを投与し、そのための医療関係者200万人を確保。
政府からは23億ドルを拠出させた。まだ電気が通っていない地域も多く、電気があっても頻繁な停電に見舞われることから、ワクチンを低温に保
つための冷蔵施設の確保も大きな課題だった。灯油を燃料に使った冷蔵庫の導入や、偏見解消のための啓発キャンペーンなどを通じてこうした課題
を１つひとつ克服してきたという 
インドの根絶宣言により、現在でもポリオが残る国はアフガニスタンとパキスタン、ナイジェリアの3カ国のみ、地域では地中海東部沿岸部とアフ
リカのみとなった。（後略）
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【R.I.  会⻑⾧長】  
 　 　ロン  D.  バートン  
【R.I.  2780地区ガバナー】  
 　 　相澤  光春  
【第9グループガバナー補佐】  
 　 　井島  誠⾏行行

【会 　⻑⾧長】露露⽊木    清勝  
【副会⻑⾧長】須賀  俊和  
【幹 　事】⾦金金⼭山  慶昭  
【副幹事】⽊木村  頼弘  
【会場監督】杉崎  勝成

本日の例会：通常例会（第1837回）
会場：⼩小⽥田原卸センター内会議室  
⽇日時：2014年年3⽉月25⽇日 　12：30〜～13：30  
司会：⽊木村  頼弘    副幹事

✴会員誕⽣生⽇日  
⼩小嶋  章司さん…誕⽣生⽇日祝いありがとうございます。94才の
⺟母親が3⽉月19⽇日、私の⻑⾧長男が3⽉月10⽇日、孫が3⽉月12⽇日、今つ
き合っている茶茶飲み友達が3⽉月18⽇日、私が3⽉月24⽇日。3⽉月⽣生
まれバンザイ！  
辻村   彰秀さん…誕⽣生⽇日のお祝いありがとうございます。3
⽉月22⽇日に54才になります。皆さんに感謝！  
⾕谷⼝口   和雄さん…誕⽣生⽇日御祝いをしていただきありがとうご
ざいます。74才になりました。これからもどうかよろしく
御願い致します。  
奥様誕⽣生⽇日  
安藤   克⼰己さん…妻の誕⽣生⽇日祝っていただきありがとうござ
います。  
✴結婚記念念⽇日  
清 　 康夫さん…結婚して早この3⽉月24⽇日で48年年。⻑⾧長続きす
るもので、お互いこれからも健康に注意し、⾦金金婚式と会社
設⽴立立50周年年を迎えたいものです。今⽇日はお祝い有難う。  
✴その他  
⼀一⼨寸⽊木 　 信雄さん…出席委員会の⼀一⼨寸⽊木です。いつもお世
話になっております。今⽇日の出席報告は代理理で村瀬様にお
願いいたしました。よろしくお願いします。  

例例会報告：2014年年3⽉月18⽇日（晴れ）  第1836回 　通常例例会  

【今後の例例会・卓話スケジュール】   
4⽉月1⽇日  通常例例会  12:30    
担当:  露露⽊木  清勝会⻑⾧長  
卓話:  ⾼高⽊木  ⼤大輔様・報徳の森プロジェクト第⼆二代会⻑⾧長・⽵竹広林林
業（株）代表取締役社⻑⾧長  
「卓話:未定｣  !
4⽉月8⽇日  移動夜間例例会  17:00~∼20:00    
担当:  執⾏行行部  
会場:報徳会館  例例会会場(⽟玉葛)懇親会場(天空)  
例例会セレモニー＆パネルディスカッション17:00~∼18:00  
テーマ:「４０周年年に向けて奉仕プロジェクト
の⽅方向性を探る」  
パネラー:斎藤  永会⻑⾧長エレクト・  
須賀  俊和会⻑⾧長ノミニー  
志澤  昌彦世界社会奉仕委員⻑⾧長・  
柳柳井  渉新世代育成委員⻑⾧長  
コーディネーター:露露⽊木清勝会⻑⾧長  
懇親会:18:10~∼20:00  
※懇親会にはRAC、絆友会、Abbyとホストファミリーも参加予定  !
4⽉月15⽇日  通常例例会  12:30    
担当:  上⽥田  博和プログラム委員⻑⾧長  
卓話:  ⾨門松  京佑様・⼩小⽥田原⻘青年年会議所理理事⻑⾧長  
「卓話:未定｣  !
4⽉月22⽇日  通常例例会  12:30  (クラブ協議会)  
担当:  次年年度度執⾏行行部  
卓話:  地区協議会出席者  
「卓話:地区協議会報告｣

■ ■ ■  　 今 後 の メ ー キ ャ ッ プ 情 報  　 ■ ■ ■   
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‣26⽇日(⽔水)  ⼩小⽥田原北北  報徳会館  12:30  
     ｢卓話:⽔水⾕谷  尚⼈人様・湘南ベルマーレフットサルクラ  
   ブ代表取締役/湘南ベルマーレと地域振興について｣  

 　⼩小⽥田原城北北RAC 　川東タウンセンターマロニエ201  19:30  
   ｢卓話:防災トランプというツールを⽤用い⾝身近な  
   場所にある様々な危険について学｣  

‣27⽇日(⽊木)  ⼩小⽥田原中  報徳会館  17:30  
     ｢卓話:クラブフォーラム｣  

‣28⽇日(⾦金金)  湯河原  ニューウエルシティ湯河原  12:30  
     ｢卓話:会員担当による卓話｣  

 　 　 　 　  ⾜足柄  おんりーゆー  12:30  
     ｢卓話:⾹香川勝利利君（1992-‐‑‒93年年度度会⻑⾧長)/会⻑⾧長を  
   経験し思うコト(専⾨門職の中で感動した四⽅方⼭山話)」  

‣31⽇日(⽉月)  ⼩小⽥田原    特別休会  
     ｢卓話:｣  

-‐‑‒2014年年4⽉月-‐‑‒  

‣1⽇日(⽕火)  箱根  宮ノ下富⼠士屋ホテル  12:30  
     ｢卓話:会員担当による卓話｣  

‣2⽇日(⽔水)  ⼩小⽥田原北北  報徳会館  M.U.受付なし  
     ｢卓話:移動例例会・観桜夜間例例会｣  

‣3⽇日(⽊木)  ⼩小⽥田原中  報徳会館  12:30  
     ｢卓話:⼭山⼝口  昌男様・⼭山⼀一かまぼこ専務/  
   北北条五代武者⾏行行列列50年年の歴史｣  

‣4⽇日(⾦金金)  湯河原  ニューウエルシティ湯河原  12:30  
     ｢卓話:会員担当による卓話｣  
 　 　 　 　  ⾜足柄  おんりーゆー  12:30  
     ｢卓話:会員研修 　会員勉強会」  

‣7⽇日(⽉月)  ⼩小⽥田原  報徳会館  12:30  
     ｢卓話:中⼾戸川  洋様・合同会社まち元気⼩小⽥田原代表社  
   員/中⼼心市街地活性化とまちづくり会社｣  

‣8⽇日(⽕火)  箱根  宮ノ下富⼠士屋ホテル  12:30  
     ｢卓話:会員担当による卓話｣  

‣9⽇日(⽔水)  ⼩小⽥田原北北  報徳会館  12:30  
     ｢卓話:⽥田嶋  正嗣様・ヤオマサ㈱社⻑⾧長/  
   ⼆二宮尊徳について｣  

‣10⽇日(⽊木)  ⼩小⽥田原中  報徳会館  12:30  
     ｢卓話:川⽥田  俊介様・川⽥田製作所/  
   3Ｄプリンターの未来｣  

‣11⽇日(⾦金金)  湯河原  ニューウエルシティ湯河原  12:30  
  ｢卓話:会員担当による卓話｣  
 　 　 　 　  ⾜足柄  おんりーゆー  12:30  
  ｢卓話:雑誌担当による卓話」

【⼩小⽥田原城北北ロータリー・クラブ】  
事務局：〒250-‐‑‒0211 　⼩小⽥田原市⻤⿁鬼柳柳172-‐‑‒9  
電 　話：0465-‐‑‒37-‐‑‒1222 　 　FAX：0465-‐‑‒37-‐‑‒7377  
URL：http://www.odawarajhrc.jp 　  
Mail：info@odawarajhrc.jp  
例例会場：⼩小⽥田原卸センター内会議室  
創 　⽴立立：1976年年4⽉月2⽇日 　承認：  1976年年5⽉月8⽇日  
例例 　会：毎週⽕火曜⽇日 　12:30〜～13:30  
クラブ会報委員会  
監 　修：⾦金金⼭山  慶昭  
編集⻑⾧長：  久保⽥田  知⼦子  
コピーライター：⼤大川 　誠 　  
デザイン：⼩小林林  和彦  
フィールド：⼩小川  和夫・志澤  昌彦

太⽥田 　忠委員

ニコニコ箱 累計 目標

3月18日分 9,000 814,044 1,300,000

ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を 
ENGAGE ROTARY CHANGE LIVES

会員数：47名

❖ ニコニコ箱

12:30   開会点鐘：露露⽊木    清勝会⻑⾧長  
ロータリーソング⻫斉唱  
「それでこそロータリー」  
スピーカーおよびビジターの紹介  
慶事祝福  
会⻑⾧長挨拶  
幹事報告／出席報告／委員会報告  
同好会報告／ニコニコ箱

13:00 担当:  柳柳井  渉新世代育成委員⻑⾧長  
卓話:  アビーゲデスさん  
 　 　「卓話：⽇日本とカナダの話」  
 　 　    諏訪間  亮亮さん  
            「卓話:⻘青少年年交換留留学⽣生になって｣

13:30 閉会点鐘：露露⽊木  清勝  会⻑⾧長

❖会員誕⽣生⽇日
辻村 　彰秀さん（3⽉月22⽇日）  
⾕谷⼝口 　和雄さん（3⽉月23⽇日）  
⼩小嶋 　章司さん（3⽉月24⽇日）

❖結婚記念念⽇日
清 　康夫さん（3⽉月24⽇日）  

　相応しい会員をご紹介ください！

R A C  
会員募集中

❖ ロータリー・ニュース

http://www.odawarajhrc.jp
mailto:info@odawarajhrc.jp
http://www.odawarajhrc.jp
mailto:info@odawarajhrc.jp


露露⽊木 　清勝  会⻑⾧長  
 　⼩小⽥田原市⽴立立町⽥田⼩小学校の体育館
は、昨年年3⽉月24⽇日未明に⽕火災で焼失
してしまいました。しかし、⾃自治会
やPTAなど地域の⽅方々の尽⼒力力により、
新たな体育館が完成して、この20⽇日
には卒業式が予定されています。今
⽇日お話したいのは、この体育館を新
築する際に伐採された桜の⽊木（染井

吉野）を⼩小⽥田原市農政課を中⼼心に、⽊木材組合と箱根物産
連合会の有志の指導により、6年年⽣生の⽣生徒全員が協⼒力力し
て、縦1.6メートル、横2.4メートルの「校歌ボード」に
仕上げたことです。この事業は、昨年年の9⽉月から始まり
ました。伐採された染井吉野を⽊木材組合の⻘青年年部、林林⻘青
会の皆様が製材がどの様に⾏行行われるのかというワーク
ショップを6年年⽣生の⼦子供たちに対して開催して、伐採、
製材、乾燥と⽊木材が我々⼈人間の道具の材料料になるまでの
⼯工程を教えました。その後、箱根物産連合会の有志で、
⼩小⽥田原・箱根地域の⽊木材加⼯工業の歴史とその技術の多様
性を教えながら、寄⽊木細⼯工や⽊木象嵌の技術を体験させな
がら教えていきました。その後、⽊木象嵌の職⼈人さんが⼀一
⽂文字⼀一⽂文字⽷糸鋸で引き抜いた校歌の⽂文字を杉板に⼦子供た
ちが埋め込んでいき⼤大きな校歌ボードが完成し、新築なっ
た体育館に掲げられたのです。体育館が焼失したことは、
⼤大変不不幸な出来事でしたが、６年年⽣生全員が⺟母校の桜⽊木を
伐採・製材・乾燥する⼯工程を体験して、なおかつ、地元
の伝統⼯工芸の⽊木象嵌の技術を体験、学ぶことで⽴立立派な校
歌ボードが完成したことは、  
『⽊木育』という観点からも⼤大変素晴らしい、６年年⽣生に
とっては⼤大変幸せな事だったように思いました。単純に
⽊木製校歌ボードを寄贈するより、⽊木育をしていくと同時
に⼦子供たちが⾃自ら制作していくという結果の⽊木製校歌
ボードでは、まったくその意味合いが違ってくるように
思います。  
このことが報じられた⽇日曜⽇日の神奈奈川新聞には、「夢の
体育館」再建という、⾒見見出しがついていました。ロータ
リーの「未来の夢計画」の夢の観点もこのような所にあ
るのではないでしょうか。皆様⽅方はどの様にお考えで
しょうか。  

❖ 出席報告

【⽋欠  席  者】 　9名  
 　 　内⼭山  修⼀一、⼩小川  和夫、須藤  公司、上⽥田  博和、  
 　 　櫻井  康⼆二、⽊木村  啓滋、河野  秀雄、志澤  昌彦、  
 　 　⽯石内  正彦  
【今回MU】 　  1名  
 　 　櫻井  康⼆二（3/14 　⾜足柄RC）  
【前回MU】        増加なし  
【前々回MU】  1名増加  
 　 　齋藤 　永  （3/12 　PETS)

例例会報告：2014年年3⽉月18⽇日（晴れ）第1836回 　通常例例会

村瀬  雅實  さん

会場：  ⼩小⽥田原卸センター内会議室  
時間：  12:30〜～13:30

❖ 会⻑⾧長挨拶

出席報告 会員数 出席 M.U 出席率

3月18日 47(42) 33 1 80.95%

3月11日 47(42) 32 0 76.19%

3月4日 47(40) 32 2 87.50%

⾦金金⼭山  慶昭 　幹事  
1)理理事の皆様には次回理理事会の御案
内を配布いたしましたので宜しくお願
いいたします。  !
2)2780地区主催の2⽉月の新会員の集
いが雪のため中⽌止になりましたが、5
５⽉月に再度度開催をいたします。該当者
に配布をいたしましたので奮ってご参

加ください。5⼈人分は予算⽴立立てしてあります。

❖ Table  Flower

•カーネーション  
•スイトピー  
•マーガレット  !
カーネーションの花⾔言葉葉は「感動」  
「純粋な愛情」  
スイトピーの花⾔言葉葉は「⾨門出」  
マーガレットの花⾔言葉葉は「誠実」

ポリオ・プラス基⾦金金に寄付し、他の⽅方々にも勧めてくださ
い。ビル＆メリンダ・ゲイツ財団から新しいチャレンジに応
えることでロータリアンの資⾦金金を3倍活かすことができます。
この史上最⼤大の公共⺠民間パートナーシップにぜひともご参加
いただき、ポリオの無い世界が実現した際には世界中の⼈人た
ちと誇りと喜びを分かち合いましょう。2014、15年年度度、
34000を超える地域社会でクラブを強化しロータリーに輝き
をもたらせば、ロータリーの奉仕で世界に輝きをもたらすこ
とができるでしょう」  
これが来年年度度のRIテーマです。会員増強・会員維持が重要
で、全世界の会員数を現在の120万⼈人から130万⼈人に増やす
ことが⽬目標です。この地区では10％増強を⽬目指し、⼊入会促進
のアイデアや環境整備、ロータリーをエンジョイするための
雰囲気作りを考えましょう。  
寄付については、全員で財団を⽀支えていく必要をご理理解くだ
さい。また、それぞれの地域でロータリーデーの開催をして
いきます。ロータリーの認知度度を上げる企画を考え、ロータ
リーマークを掲げて積極的に参加してください。そしてポリ
オは99％まで減りました。撲滅まであと3ヶ国で、2018年年ま
でにはこの偉業を成し遂げたいと思います。  
以上が来年年度度RIのテーマです。会⻑⾧長は「世界には問題が⼭山積
みで多くの⼈人が助けを必要としているのに、何もせず座って
いる⼈人が⼤大勢います。これでは何もかも暗闇のままです。そ
こにローソクを灯すのがロータリーです。120万の会員全員
がローソクを灯せば世界を輝かせることができます」と⾔言わ
れました。  
以上を踏まえ、地区のテーマと⽅方針が発表されました。
「Light  Up  Myself」“⾃自分⾃自⾝身に輝きを持とう”。5つの感動
と題して1.感動（⼀一所懸命）2.歓働（喜んで働く）3.汗働
（汗をかいて働く）4.貫道（道を貫いていく）5.環働（環に
なって働く）がテーマです。活動⽅方針としてはまず会員増強
です。ネットで好きな時間に参加できるEクラブの⽴立立ち上げ、
新会員へのカウンセラー⽅方式の取り⼊入れ、インターアクト・
ローターアクト・奨学⽣生などから多くのロータリアンを誕⽣生
させる、があります。そして公共イメージと認知度度の向上。
ロータリーデーを設け、地域イベントやお祭りへ積極的に参
加し、⾊色々な広告媒体を通して認知度度を⾼高めてください。寄
付の獲得に関しては、財団寄付は1⼈人200ドル以上、ポリオ撲
滅の寄付は40ドル以上、ベネファクター1クラブ1名以上、⽶米
⼭山奨学⾦金金の寄付を2万円以上お願いいたします。  
以上が地区の重点⽬目標です。会員1⼈人1⼈人が輝いた⾏行行動で進ん
でいけるように、よろしくお願いします。

❖ 卓話
「PETS報告」  

斎藤 　永 　会⻑⾧長エレクト  !
藤沢グランドホテル湘南にて会⻑⾧長エレ
クト研修セミナー（略略称PETS）が開
催されました。  
来年年度度の国際ロータリー会⻑⾧長は台湾出
⾝身のゲイリー  C.K.ホァンさんです。
RIの来年年度度のテーマと⽅方針を聞いてき
ました。テーマは「Light  Up  
Rotary」“ロータリーに輝きを”です。
その時にいただいたピンバッジとネク

タイが来年年度度のお揃いのもので、よく⾒見見ると中国提灯のイ
メージが描かれています。明りを灯す感じで輝きを表現し
ているようです。  
⽅方針です。「ロータリー創⽴立立以来⼤大勢のロータリアンが
ローターアクト、インターアクト、ロータリー地域社会共
同体、⻘青少年年交換やその他多くのプログラムへの参加を通
じて、奉仕の喜びを発⾒見見してきました。ロータリーを通じ
て私たちは友情を育み、地元に貢献し、より良良くより安全
で健康な世界を実現するために⼒力力を尽くしてきました。そ
して真に国際的なボランティアのネットワークを形作った
だけでなく、⼈人々が互いの違いを乗り越えて⼿手を繋げば、
驚くべきことが達成できることを実証してきました。ロー
タリアンが⼤大切切にしてきた考え⽅方や価値観の多くはロータ
リーに限られたものではありません。私⾃自⾝身がロータリー
に深く共鳴するのも、ロータリーの価値観に奉仕や責任の
重視、家族や他者の尊重といった中華的価値観と重なると
ころがあるからだと思います。ですからロータリーの奉仕
において私はよく孔⼦子の教えを指針としています。孔⼦子は
私にとって元祖ロータリアンだと⾔言ってもいいかもしれま
せん。ポール・ハリスが誕⽣生する⼆二千年年以上前、孔⼦子はこ
う述べています。『まず⾃自分の⾏行行いを正しくし、次に家庭
を整え、次に国家を治めてこそ天下が平和となる』…奉仕
において⾼高い⽬目標を掲げるためにはロータリー⾃自⾝身⾃自体に
⼿手⼊入れを怠らず、ロータリーファミリーを拡⼤大していくこ
とが必要です。ロータリーの奉仕を⼈人々と分かち合い、ク
ラブをより強⼒力力なものとし、地域社会でロータリーの存在
感を⾼高めることです。新会員を引き付けると共に現会員を
維持し、会員数130万⼈人という⽬目標を達成することによっ
てロータリーを輝かせてください。そのためには新しいア
プローチとアイデアを持って会員増強に取り組まなければ
なりません。例例えば地元でロータリーデーを開催したり、
配偶者をはじめご家族に⼊入会を勧めると共に⻘青少年年交換の
元参加者や財団学友にも声をかけましょう。  
クラブの現状を⾒見見直して新⼊入会員の⼊入会理理由と退会会員の退
会理理由を検討しましょう。そして多忙な職業⼈人やまだ幼い⼦子
供がいる⼈人たちにとって、ロータリーを魅⼒力力的で興味深いも
のにするため何をできるか考えてみましょう。更更にポリオを
撲滅してロータリーに輝きをもたらし、歴史に1ページを刻み
ましょう。その重要性を今こそご友⼈人、同僚僚、地元の議員や  
政府関係者に伝えてください。

❖幹事報告


